田舎 〔# 「田舎」 は 底本で は 「 舎 匕 では 何処に でも、 

一 つの 村に 一人 は、 馬鹿 や 村 中の 厄介で 生きて いる 独 

リ ものの 年寄が ある もの だ。 敷 生 村で は 十 年ば かり 前、 

善 馬鹿と いう 白痴が いた。 女子供に 面白がられたり 可 

怖がられたり していた が、 池に 溺れて 或る 冬 死んだ。 

それ以来 幸な ことに 白痴 は 一 人 も 出なかった。 尤も、 

気違いが 一 人いた が。 —— 三十 五になる、 村で は ハイ 

カラな 女であった。 彼女 は 東京に 出て、 墓地 を 埋めて 

建てた 家 を 知らずに 借りて 住んだ。 そこで 二人目の 子 



うに 仙 一 一に 告げた。 

「_ —— あの 婆 さま —— 死 ぬん じゃあん めえ か」 

「そんな か？」 

「なんだか —— 俺 や あな 気がした わ」 

仙 二が 行って 見た。 翌朝、 彼 はぶつ きら 棒に いしに 

命じた。 

「飯 炊く とき、 おねばり とって やん な」 

その 次の 日 又 重湯 を 運んで やり、 歩け るよう になる 

迄、 粥 を やる のがい しの 任務であった。 仙 二 は、 苦笑 

しながら 半分 冗談、 半分 本気で 云った。 

「あげえ 業の 深け え 婆、 世話で も 仕ずに 死なしたら、 



沢 や 婆 は、 一 軒ず つ 暇 乞 いに 歩いた。 

「私 ももう これでお めにかかれません よ、 こう 弱つ 

ちゃ あね」 

> ,-ぼ> 」 ぼと 咳 をした。 

「どうも 永年 御世 話 様で ございました」 

彼女が もう 二度と 来ない という こと は、 村人 を 寛大 

な 心 持に させた。 

「せきが 出るな —— せきの 時 は 食べ にくい もんだ が、 

これなら 他の ものと 違っても つから、 ほ まちに 食いな 

され」 

麦粉 菓子 を 呉れる 者が あ つ た。 



沢 や 婆 は、 又 返事 をし なかった。 彼女 は 手間 を かけ 

て 信玄袋の 口 を あけ、 中から 長 田の 女 隠居の くれた 頭 

巾と 着物 を 出した。 

「 これ を 御 隠居さん にいた だき ましたよ」 

植 村の 婆さん は、 婆の 慾ば リが 憎い ような 心 持が し 

た。 人に 見せ、 此 位に してやる 人 も あるの だと 思わせ 

沢山 貰おうと する。 彼女 は、 さりげなく、 

「俺、 前に 見た わ、 御 隠居が 出して 来て、 これ 婆やに 

やろうと 思 うが どうかと 相談し な す つ た —— あ れ だろ 

う 9 うん、 これよ」 

沢 や 婆 は、 不服 気に 仕舞い込んだ。 
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